
　
民
主
党
は
自
公

時
代
の
社
会
保
障

の
伸
び
毎
年
2
2

0
0
億
円
の
削
減

を
撤
回
し
医
療
費

抑
制
策
か
ら
の
転

換
を
謳
い
、
マ
イ
ナ
ス
改
定
の

続
い
た
診
療
報
酬
改
定
は
、
2

0
1
0
年
、
12
年
と
わ
ず
か
な

が
ら
も
プ
ラ
ス
改
定
、
医
療
崩

壊
の
流
れ
を
一
定
く
い
と
め

た
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
」
の
理
念
に
は
大
き
な
期
待

を
抱
い
た
が
、
消
費
増
税
を
置

き
土
産
に
3
年
3
カ
月
で
政
権

の
座
を
降
り
た
。
元
々
小
泉
内

閣
は
新
自
由
主
義
路
線
で
、
社

会
保
障
は
抑
制
し
消
費
増
税
に

消
極
的
だ
っ
た
。
そ
の
路
線
を

引
き
継
い
だ
安
倍
内
閣
は
07
年

の
参
議
院
選
挙
で
大
敗
。
福
田

内
閣
で
「
社
会
保
障
国
民
会

議
」
を
設
置
、
25
年
度
ま
で
の

社
会
保
障
改
革
と
財
源
を
算
定

し
た
報
告
書
を
作
成
、
麻
生
内

閣
で
消
費
税
を
含
む
税
制
改
革

を
明
記
し
た
。

　
12
年
に
、
民
主
党
が
閣
議
決

定
し
た
「
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
大
綱
」
は
、
右
記
の
修
正

焼
き
直
し
で
あ
る
。
野
田
内
閣

は
、
自
公
と
の
3
党
合
意
で
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
を
含

む
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

関
連
8
法
を
成
立
さ
せ
た
が
、

自
民
党
の
意
見
を
丸
の
み
し
た

た
め
、
国
民
皆
保
険
の
堅
持
や

社
会
保
障
の
機
能
強
化
の
文
言

が
な
く
な
り
、
医
療
・
介
護
の

給
付
適
正
化
が
前
面
に
出
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
安
倍
内
閣

の
再
登
場
で
経
済
財
政
諮
問
会

議
も
再
開
し
、
社
会
保
障
に
関

し
て
は
、
今
後
社
会
保
障
制
度

改
革
国
民
会
議
で
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
外
来
受
診
時
の

定
額
負
担
や
混
合
診
療
の
全
面

解
禁
が
検
討
課
題
に
な
る
恐
れ

も
あ
る
。

　
一
方
、「
国
土
強
靭
化
」
と

称
し
て
公
共
事
業
を
拡
大
し
、

「
人
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
」

と
方
向
転
換
。
新
規
国
債
発
行

も
民
主
党
が
定
め
て
い
た
44
兆

円
枠
を
突
破
し
そ
う
で
あ
る
。

消
費
増
税
分
は
社
会
保
障
の
充

実
と
安
定
維
持
に
使
う
と
い
う

大
義
も
危
う
い
。
増
税
を
す
る

な
ら
社
会
保
障
の
充
実
に
使
う

べ
き
で
あ
り
、
税
が
増
え
て
も

還
っ
て
く
る
実
感
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
内
需
拡
大
に

つ
な
が
る
雇
用
創
出
効
果
も
、

公
共
事
業
よ
り
医
療
・
介
護
へ

の
投
資
の
方
が
高
い
。
70
〜
74

歳
の
1
割
負
担
も
参
院
選
後
2

割
に
上
げ
る
よ
う
だ
が
、
年
2

0
0
0
億
円
の
財
源
で
1
割
に

据
え
置
く
こ
と
が
で
き
る
の

に
、
10
年
間
で
2
0
0
兆
と

も
い
わ
れ
る
公
共
事
業
の
犠
牲

に
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
国
土
強
靭
化
」で
社
会
保
障
の

後
退
は
許
さ
れ
な
い

　
今
回
の
選

挙
で
自
民
党

が
圧
勝
し

た
。
自
民
党

を
選
ん
だ
の
は
国
民
自
身
で
あ

る
。
か
つ
て
政
権
を
担
っ
て
い

た
民
主
党
は
、
医
療
界
に
と
っ

て
も
魅
力
あ
る
政
策
を
次
々
に

打
ち
立
て
て
い
た
が
、
結
果
は

ご
承
知
の
通
り
で
あ
る
。
政
治

家
の
責
任
と
は
一
体
な
ん
だ
ろ

う
▼
医
療
崩
壊
が
起
こ
っ
た
こ

ろ
は
、
医
師
は
懸
命
に
医
療
を

施
し
て
も
、
結
果
が
悪
け
れ
ば

刑
事
事
件
に
な
り
、
逮
捕
さ
れ

る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
世
間
で

は
医
師
の
社
会
的
責
任
は
他
の

職
業
に
比
較
し
て
も
と
て
も
重

い
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
そ
の
通

り
か
も
し
れ
な
い（
い
や
、本
当

に
そ
う
な
の
か
？
）。
医
師
は

医
療
行
為
の
結
果
次
第
で
責
任

を
取
ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

本
来
は「
結
果
」で
は
な
く「
経

過
」に
こ
そ
責
任
の
有
無
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
▼

一
方
、
政
治
家
個
人
は
滅
多
な

こ
と
で
逮
捕
な
ど
さ
れ
ず
、
結

果
責
任
を
民
事
的
に
問
わ
れ
る

こ
と
も
あ
ま
り
聞
か
な
い
。
つ

ま
り
、
国
民
に
対
し
て
多
大
な

損
害
を
与
え
た
と
し
て
も
、
賠

償
責
任
を
問
わ
れ
な
い
。
政
治

家
と
い
う
職
業
は
、
医
師
ほ
ど

責
任
が
重
く
な
い
と
い
う
こ
と

な
の
か
？
▼
も
ち
ろ
ん
、
政
治

家
に
対
し
て
も
医
師
と
同
様

に
、
む
や
み
や
た
ら
に
結
果
責

任
を
追
及
す
る
の
は
ど
う
か
と

思
わ
れ
る
が
、
政
治
家
と
し
て

の
責
任
と
い
う
も
の
を
、
医
療

界
の
み
な
ら
ず
、
国
民
全
体
で

改
め
て
考
え
る
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の

経
験
を
国
民
が
積
み
上
げ
て
、

更
な
る
智
慧
を
持
た
な
け
れ

ば
、
悪
し
き
歴
史
は
繰
り
返
さ

れ
る
だ
ろ
う
。 （
フ
ー
ち
ゃ
ん
）

　
総
選
挙
の
結
果
を
受
け
て

12
月
26
日
、
自
公
連
立
に
よ

る
第
2
次
安
倍
内
閣
が
発
足

し
た
。
経
済
財
政
諮
問
会
議

（
以
下
、
諮
問
会
議
）
を
再

開
さ
せ
る
な
ど
矢
継
ぎ
早
に

民
主
党
政
権
か
ら
の
政
策
転

換
を
表
明
。
社
会
保
障
改
革

に
つ
い
て
は
、
公
明
党
と
の

間
で
社
会
保
障
制
度
改
革
国

民
会
議
（
以
下
、
国
民
会

議
）
の
議
論
促
進
、
生
活
保

護
の
見
直
し
な
ど
を
合
意
し

て
お
り
、
国
民
会
議
と
3
党

実
務
者
協
議
で
の
議
論
が
継

続
さ
れ
る
。（
3
面
に
総
選

挙
結
果
の
談
話
）

　
小
泉
時
代
を
ほ
う
ふ
つ

　
安
倍
政
権
は
1
月
9
日
、
経

済
財
政
政
策
の
司
令
塔
と
し
て

諮
問
会
議
を
3
年
半
ぶ
り
に
復

活
さ
せ
、
中
長
期
方
針
を
定
め

る
「
骨
太
の
方
針
」
を
6
月
に

も
ま
と
め
る
こ
と
を
表
明
し

た
。
ま
た
車
の
両
輪
と
し
て
日

本
経
済
再
生
本
部
を
設
置
し
、

そ
の
下
に
国
民
会
議
と
竹
中
平

蔵
慶
応
大
教
授
ら
が
メ
ン
バ
ー

の
産
業
競
争
力
会
議
を
置
く
。

規
制
改
革
会
議
も
復
活
さ
せ
る
。

　
か
つ
て
小
泉
政
権
下
で
諮
問

会
議
が
新
自
由
主
義
に
よ
る
構

造
改
革
や
歳
出
削
減
を
進
め
た

よ
う
に
、
官
邸
主
導
に
よ
る
政

策
決
定
を
狙
う
と
み
ら
れ
る
。

　
国
民
会
議
に
強
い
権
限

　
一
方
、
国
民
会
議
は
旧
政
権

下
で
11
月
30
日
に
初
会
合
を
開

き
、
12
月
7
日
に
は
第
2
回
が

開
か
れ
て
い
る
。

　
国
民
会
議
は
、
①
民
自
公
3

党
合
意
で
成
立
し
た
社
会
保
障

制
度
改
革
推
進
法
に
基
づ
い
て

行
政
組
織
と
し
て
内
閣
に
設
置

さ
れ
た
も
の
で
、
社
会
保
障
審

議
会
な
ど
よ
り
も
高
位
の
位
置

付
け
と
さ
れ
る
、
②
委
員
構
成

に
お
い
て
医
師
会
な
ど
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
利
害
関
係
者
）

を
排
除
、③「
自
立・自
助
」重
視

な
ど
自
民
党
色
の
強
い
推
進
法

の
考
え
方
に
基
づ
い
て
医
療・

介
護・年
金・少
子
化
対
策
の
4

分
野（
上
表
）に
つ
い
て
議
論
を

進
め
る
―
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。

　
委
員
は
社
会
保
障
審
議
会
の

6
人
の
部
会
長
な
ど
有
識
者
15

人
で
構
成
（
左
表
）。
こ
の
う

ち
医
師
は
大
島
氏
と
永
井
氏
の

2
人
。
医
師
会
を
メ
ン
バ
ー
か

ら
外
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
意
見
を
聴
く
と

い
う
意
向
も
示
し
て
い
る
。
伊

藤
氏
は
諮
問
会
議
の
民
間
議
員

も
兼
ね
る
。
そ
し
て
、
事
務
局

長
に
は
元
厚
労
官
僚
の
中
村
秀

一
内
閣
官
房
社
会
保
障
改
革
担

当
室
室
長
と
い
う
陣
容
で
あ
る
。

　
参
院
選
後
に
は
結
論

　
政
権
交
代
に
よ
り
、
民
主
党

の
主
張
し
て
き
た
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
廃
止
な
ど
は
軌
道

修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
一

方
、
特
例
で
1
割
に
据
え
置
か

れ
て
い
る
70
〜
74
歳
の
負
担
2

割
化
に
は
、
7
月
の
参
院
選
へ

の
影
響
を
考
慮
し
て
自
民
党
内

に
先
送
り
の
空
気
が
強
い
。

　
国
民
会
議
の
設
置
期
限
は
8

月
21
日
で
あ
り
、
審
議
結
果
を

踏
ま
え
て
必
要
な
法
制
上
の
措

置
を
取
る
と
し
て
い
る
。
検
討

課
題
に
あ
げ
ら
れ
た
「
国
民
負

担
の
増
大
を
抑
制
し
つ
つ
必
要

な
医
療
を
確
保
」「
保
険
給
付

の
対
象
と
な
る
療
養
の
範
囲
の

適
正
化
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
く
の

か
、
今
後
の
国
民
会
議
の
動
向

か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　
国
民
会
議
の
議
論
が
始
ま
る

直
前
の
11
月
20
日
、
日
本
経
済

団
体
連
合
会
が
「
社
会
保
障
制

度
改
革
の
あ
り
方
に
関
す
る
提

言
」
を
発
表
し
た
。
企
業
が
国

際
競
争
力
を
維
持
し
て
国
が
成

長
し
て
い
く
た
め
に
、
社
会
保

障
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
削
減
が

必
要
と
主
張
。
直
近
2
回
の
診

療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
も
極
め
て

遺
憾
で
あ
る
と
批
判
し
て
い

る
。
医
療
に
つ
い
て
は
▽
後
発

医
薬
品
の
使
用
促
進
▽
保
険
請

求
の
不
正
に
関
わ
る
指
導
・
監

査
の
強
化
▽
70
〜
74
歳
の
患
者

負
担
を
現
行
の
1
割
か
ら
2
割

に
本
則
化
▽
一
部
の
高
度
医
療

の
適
用
除
外
・
保
険
免
責
制
の

検
討
な
ど
医
療
保
険
の
給
付
範

囲
の
見
直
し
▽
医
療
の
標
準
化

と
外
来
診
療
を
含
む
診
療
報
酬

の
包
括
化
の
推
進
▽
医
療
保
険

給
付
費
の
総
額
管
理
制
度
の
検

討
―
な
ど
を
提
言
し
た
。

　
復
活
し
た
諮
問
会
議
に
は
経

済
界
か
ら
2
人
の
民
間
議
員
が

入
る
こ
と
か
ら
、
経
団
連
提
言

が
今
後
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

経
団
連
が
給
付
費
の
総
額
管
理
な
ど
提
言

社会保障制度改革国民会議の検討項目（医療・介護を抜粋）
○ 医療の改革
①　健康の維持増進、疾病の予防及び早期発見等を積極的に促
進するとともに、医療従事者、医療施設等の確保及び有効活
用等を図ることにより、国民負担の増大を抑制しつつ必要な
医療を確保
②　医療保険制度について、財政基盤の安定化、保険料に係る
国民の負担に関する公平の確保、保険給付の対象となる療養
の範囲の適正化等を実施
③　医療の在り方について、個人の尊厳が重んぜられ、患者の
意思がより尊重されるよう必要な見直しを行い、特に人生の
最終段階を穏やかに過ごすことができる環境を整備
④　今後の高齢者医療制度にかかる改革
○ 介護の改革
　介護保険の保険給付の対象となる介護サービスの範囲の適正
化等による介護サービスの効率化及び重点化を図るとともに、
低所得者をはじめとする国民の保険料に係る負担の増大を抑
制しつつ必要な介護サービスを確保

社会保障制度改革国民会議　委員名簿
伊藤 元重　 東京大学大学院経済学研究科教授
遠藤 久夫　 学習院大学経済学部教授 ＜会長代理＞
大島 伸一　 国立長寿医療研究センター総長
大日向 雅美 恵泉女学園大学大学院平和学研究科教授
権丈 善一　 慶應義塾大学商学部教授
駒村 康平　 慶應義塾大学経済学部教授
榊原 智子　 読売新聞東京本社編集局社会保障部次長
神野 直彦　 東京大学名誉教授
清家 　篤　 慶應義塾長 ＜会長＞
永井 良三　 自治医科大学学長
西沢 和彦　 日本総合研究所調査部上席主任研究員
増田 寛也　 野村総合研究所顧問
宮武 　剛　 目白大学大学院生涯福祉研究科客員教授
宮本 太郎　 北海道大学大学院法学研究科教授
山崎 泰彦　 神奈川県立保健福祉大学名誉教授
経済財政諮問会議　議員名簿
安倍 晋三　 内閣総理大臣 ＜議長＞
麻生 太郎　 副総理 兼 財務大臣
菅 　義偉　 内閣官房長官
甘利 　明　 内閣府特命担当大臣（経済財政政策）
   　　　　 兼 経済再生担当大臣
新藤 義孝　 総務大臣
茂木 敏充　 経済産業大臣
白川 方明　 日本銀行総裁
伊藤 元重　 東京大学大学院経済学研究科教授
小林 喜光　 三菱ケミカルホールディングス代表取締役社長
佐々木 則夫 株式会社東芝取締役、代表執行役社長
高橋 　進　 日本総合研究所理事長

急進的制度改革と規制緩和へ
経財諮問会議が復活

ど
こ
へ
向
か
う
社
会
保
障
制
度
改
革

政
権
交
代
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主な内容

地
区
懇
談
会（
下
東
、
中
西
） （
2
面
）

ト
ラ
ブ
ル
事
例
で
学
習
会 

（
3
面
）

各
種
文
書
料
で
ア
ン
ケ
ー
ト 

（
4
面
）



　
12
月
12
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ニ
ュ
ー
ス
に
お
い
て
、
ア
メ

リ
カ
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
「
ロ
ー

ン
ス
タ
ー
」
が
韓
国
政
府
を
相

　
協
会
は
11
月
14
日
、
ホ
テ
ル

日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都
に
て
下

京
東
部
医
師
会
と
の
懇
談
会
を

開
催
し
た
。
地
区
医
師
会
か
ら

18
人
、
協
会
か
ら
6
人
が
出
席

し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
下
京
東
部

医
師
会
の
中
西
重
雄
会
長
が

「
政
治
情
勢
が
動
い
て
い
る
中

で
、
本
日
の
議
題
は
時
局
に

あ
っ
た
内
容
だ
。
詳
し
く
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
。
同
会
の
佐
々
木
敏
之
副

会
長
の
司
会
で
進
行
し
た
。

　
協
会
か
ら
は
関
理
事
長
の
挨

拶
の
後
、
各
部
会
の
担
当
副
理

事
長
・
理
事
か
ら
部
会
活
動
に

つ
い
て
報
告
を
行
い
、
飯
田
理

事
が
「
3
党
合
意
の
結
果
成
立

し
た
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進

法
の
問
題
性
」「
開
業
医
医
療

の
今
後
の
方
向
」
に
つ
い
て
報

告
。
続
い
て
関
理
事
長
が
「
韓

米
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
学
ぶ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問

題
性
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。

　
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法

の
問
題
に
つ
い
て
、
地
区
か
ら

韓米FTAで
初のISD条項発動

も
行
い
国
会
へ
と
提
出
し
た
。

そ
の
際
に
は
京
都
選
出
の
国
会

議
員
と
も
個
別
に
面
談
し
、
こ

の
法
案
の
問
題
点
を
指
摘
。
認

識
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
活

動
し
た
。
さ
ら
に
は
自
治
体
や

政
党
と
も
懇
談
を
行
っ
た
」
と

述
べ
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
に
つ
い
て

　
協
会
は
、
中
京
西
部
医
師
会

と
の
懇
談
会
を
11
月
26
日
、
中
京
西
部
医
師
会
事
務
所
で
開

催
。
地
区
か
ら
11
人
、
協
会
か

「
協
会
は
早
く
か
ら
社
会
保
障

制
度
改
革
推
進
法
の
問
題
点
を

指
摘
し
て
い
た
。
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
協
会
の
運
動
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
協
会

か
ら
は
「
京
都
協
会
の
み
な
ら

ず
、
全
国
組
織
で
あ
る
全
国
保

険
医
団
体
連
合
会
で
も
こ
の
1

年
を
通
し
て
反
対
運
動
を
行
っ

て
き
た
が
、
力
が
及
ば
ず
法
と

し
て
成
立
し
て
し
ま
っ
た
。
具

体
的
な
取
り
組
み
で
は
、
保
険

医
新
聞
に
談
話
を
掲
載
し
、
協

会
の
姿
勢
を
発
信
。
会
員
署
名

は
、「
各
分
野
の
団
体

と
の
連
携
は
必
要
だ

が
、
国
民
皆
保
険
を
守

る
と
い
う
主
張
が
ぼ
や

け
て
し
ま
わ
な
い
の

か
」
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
協
会
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

が
国
民
の
生
活
を
破
壊

す
る
と
い
う
認
識
は
医

療
者
も
農
業
従
事
者
も
同
じ
」

と
強
調
。「
個
別
の
課
題
は
各

々
が
追
及
す
る
必
要
が
あ
り
、

協
会
・
保
団
連
の
運
動
の
核
は

社
会
保
障
の
改
悪
阻
止
だ
と
考

え
て
い
る
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
と

い
う
一
点
で
運
動
を
拡
大
す
る

視
点
も
必
要
だ
」
と
述
べ
た
。

　
他
に
も
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
非
常
に

お
そ
ろ
し
い
仕
掛
け
だ
と
感
じ

た
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
国
民

皆
保
険
が
空
洞
化
、
あ
る
い
は

変
質
す
る
と
し
か
思
え
な
い
。

ま
た
、
新
た
な
情
報
が
あ
れ
ば

提
供
を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
る
一
方
で
、

「
今
回
報
告
さ
れ
た
内
容
は
、

あ
く
ま
で
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
内
容
は
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル

に
着
か
な
け
れ
ば
判
明
し
な
い

は
ず
だ
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
で

望
ま
な
い
条
件
が
提
示
さ
れ
れ

ば
、
そ
の
時
点
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参

加
し
な
い
こ
と
も
含
め
て
検
討

す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
参
加
是
非
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
実

施
時
間
中
の
医
療
保
険
で
の
診

察
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
協

会
か
ら
回
答
を
行
っ
た
。

ら
6
人
が
出
席
。
協
会

の
山
本
博
理
事
の
司
会

で
進
め
ら
れ
た
。

　

尾
崎
信
之
会
長
か

ら
、「
衆
議
院
が
解
散

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
行
く
末
が
非
常
に

心
配
で
あ
る
。
政
治
家

に
任
せ
て
お
い
て
大
丈

夫
な
の
か
。
ま
た
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
医
療
へ
の
影
響
を
考
え

れ
ば
、
非
常
に
お
そ
ろ
し
い
中

身
と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

の
医
療
は
民
間
医
療
が
中
心
で

あ
り
、
利
益
を
出
し
株
主
に
配

当
を
出
す
こ
と
を
本
来
の
目
的

と
し
て
お
り
、
日
本
の
医
療
と

は
趣
が
異
な
る
。
そ
う
い
っ
た

国
と
交
渉
し
よ
う
と
す
る
政
治

家
の
行
動
は
理
解
に
苦
し
む
」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、関
理
事
長
の
挨
拶
、

協
会
か
ら
の
情
報
提
供
の
後
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
協
会
の
情

報
提
供
に
対
し
、
地
区
か
ら

は
、
な
ぜ
政
府
は
、
多
く
の
危

険
が
潜
ん
で
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参

加
し
よ
う
と
す
る
の
か
。
2
0

1
0
年
に
突
然
菅
元
首
相
が
、

「
日
本
の
開
国
」
と
参
加
表
明

を
し
た
が
、
一
体
何
が
あ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
先
に
韓
米
の
間

で
結
ば
れ
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
見
て

も
、
一
切
の
公
的
規
制
力
を
排

手
に
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
に
基
づ
き
仲

裁
機
関
の
「
国
際
投
資
紛
争
解

決
セ
ン
タ
ー
」
に
提
訴
し
た
こ

と
が
報
道
さ
れ
た
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
は
、
経
済
連
携

を
締
結
し
た
国
家
間
に
お
い

て
、
そ
の
国
の
政
策
な
ど
で
相

手
国
の
投
資
家
や
企
業
が
不
利

益
を
被
っ
た
場
合
に
、
そ
の
国

を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
も
の
。

　
今
回
の
訴
訟
は
、
ロ
ー
ン
ス

タ
ー
が
2
0
0
3
年
に
買
収
し

た
韓
国
外
換
銀
行
を
売
却
す
る

過
程
に
お
い
て
韓
国
当
局
か
ら

妨
害
さ
れ
、
売
却
時
期
が
遅
延

し
た
こ
と
。
さ
ら
に
韓
国
の
国

税
当
局
か
ら
恣
意
的
に
課
税
さ

れ
損
出
を
被
っ
た
と
い
う
も

の
。
ロ
ー
ン
ス
タ
ー
が
2
0
1

2
年
5
月
に
駐
ベ
ル
ギ
ー
韓
国

大
使
館
に
送
付
し
た
予
告
文
書

で
は
「
韓
国
政
府
の
恣
意
的
か

つ
差
別
的
な
法
執
行
で
数
十
億

ユ
ー
ロ
の
損
害
が
発
生
し
た
」

と
主
張
し
た
。

　
韓
国
内
で
も
毒
素
条
項
の
一

つ
と
し
て
、
警
戒
さ
れ
て
い
た

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
。
危
惧
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
も
盛

り
込
ま
れ
る
条
項
で
あ
る
こ
と

を
受
け
、
協
会
で
も
注
視
し
て

い
た
問
題
だ
け
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
に
対
す
る
危
機
感
が
一
層
強

ま
っ
た
。

除
す
る
協
定
で
、
韓
国
の
憲
法

を
も
っ
て
し
て
も
破
棄
で
き
な

い
と
聞
い
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に

ア
メ
リ
カ
に
国
家
主
権
を
委
ね

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
や

は
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
見
送

る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
、
日
本
の
輸
入

関
税
は
全
体
的
に
低
く
抑
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
す
で
に
12

カ
国
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
て
お

り
、
今
後
も
さ
ら
に
増
や
そ
う

と
し
て
い
る
。
す
で
に
日
本
は

開
国
状
態
で
あ
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
ま
た
、「
と

り
あ
え
ず
、
ル
ー
ル
作
り
に
参

加
し
て
国
益
を
損
な
う
よ
う
な

も
の
で
あ
る
な
ら
参
加
を
見
送

れ
ば
い
い
」
と
い
う
意
見
を
度

々
聞
く
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
例
外
な

き
関
税
撤
廃
な
の
で
、
協
議
す

る
と
い
っ
て
も
結
局
形
式
的
な

も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
測
で

き
る
。
ま
た
、
現
在
の
日
本
が

ア
メ
リ
カ
に
ル
ー
ル
作
り
に
つ

い
て
、
日
本
に
有
利
に
な
る
よ

う
に
強
硬
に
意
見
で
き
る
か
と

い
え
ば
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参

加
す
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の

参
加
国
の
同
意
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。
そ
う
い
っ
た
点
を
考

慮
し
て
も
、
日
本
に
有
利
な

ル
ー
ル
作
り
が
で
き
る
と
考
え

る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
回
答
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
日
本
の
景
気

回
復
策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

24
人
が
出
席
し
て
開
か

れ
た
下
京
東
部
医
師
会

と
の
懇
談
会

17
人
が
出
席
し
て
開
か

れ
た
中
京
西
部
医
師
会

と
の
懇
談
会

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
中
心
に
活
発
な
議
論

11
月
14
日
　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都

下
京
東
部
医
師
会
と
懇
談

多
く
の
危
険
が
潜
ん
だ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
警
戒

11
月
26
日
　
中
京
西
部
医
師
会
事
務
所

中
京
西
部
医
師
会
と
懇
談

綾部・福知山医師会 ２月 ２日（土） 午後４時～
 （懇親会 午後６時～）

下京西部医師会 ２月 ７日（木） 午後２時30分～  下京西部医師会事務所

西 京 医 師 会 ２月15日（金） 午後２時～  ホテル京都エミナース

綴 喜 医 師 会 ２月16日（土） 午後２時30分～  新田辺駅前CIKビル

山 科 医 師 会 ２月21日（木） 午後２時～  山科医師会診療センター

相 楽 医 師 会 ２月23日（土） 午後４時～  ホテルフジタ奈良
 （懇親会 午後６時～）

　2012年度　 地区医師会との懇談会のご案内

福知山市民中央保健福祉
センター集団指導室

日　時 ２月17日 （日）
 午後５時30分～６時30分：ワイン講座
 午後６時30分～８時　　：食事会
場　所 ホテルモントレ京都
 ２階レストラン 「エスカーレ」
 京都市中京区烏丸三条下ル
 （直通：☎075‒212‒3951）
講　師　山本　博・京都府保険医協会理事
参加費　10,000円
共　催　京都府保険医協会　（有）アミス

日　時 ２月17日 （日）
 午後３時～４時30分
 （開場：午後２時30分）
場　所 ウィングス京都・音楽室（地下１階）
　　　　京都市中京区東洞院通六角下ル
 （☎075‒212‒7490）
演　奏 バイオリン：田村 安祐美
 バイオリン：前　 智子
 ビ　オ　ラ：金本 洋子
 チ　ェ　ロ：城甲 実子
参加費 無料
曲　目  シューマン「トロイメライ」
 J.シュトラウス２世「春の声」他
　※ 演奏終了後に、演奏者とのトークがあります。
　※ ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたしま
す。お誘い合わせの上どうぞ。

―京響メンバーによるサロンコンサート―
ドイツロマン派の巨匠の名曲を聴く

第２回 ワイン講座
― ワインの楽しみ方 ―

文化
企画

お申し込みは京都府保険医協会
事務局（☎075‒212‒8877）まで
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第
46
回
衆
議
院
総
選
挙
の
結

果
、
自
由
民
主
党
が
2
9
4
議

席
、
公
明
党
が
31
議
席
を
占

め
、
過
半
数
を
獲
得
し
て
政
権

に
返
り
咲
い
た
。
今
回
の
選
挙

結
果
は
、
私
た
ち
医
療
者
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
の
か
。

　
1
票
に
託
さ
れ
た
国
民
の
思

い
は
、
民
主
党
政
権
の
3
年
3

カ
月
に
対
す
る

評
価
で
あ
る
。

　
か
つ
て
国
民

は
、
構
造
改
革

の
も
た
ら
し
た

生
活
困
窮
と
社
会
荒
廃
か
ら
こ

れ
を
拒
否
し
、
政
権
交
代
を
実

現
し
た
。
し
か
し
、
政
権
奪
取

か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、
民
主
党

は
構
造
改
革
推
進
に
戻
っ
て
し

ま
っ
た
。
政
権
末
期
、
野
田
内

閣
は
自
ら
の
党
を
分
裂
さ
せ
て

ま
で
消
費
税
増
税
を
強
行
し

た
。
国
民
多
数
の
声
と
な
っ
た

「
原
発
ゼ
ロ
」
に
さ
え
正
面
か

ら
応
え
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
に
も
意
欲
を
み
せ
た
。
も
は

や
、
民
主
党
は
、
政
権
交
代
時

の
国
民
に
応
え
得
る
存
在
で
は

な
く
な
っ
て
い
た
。

　
自
民
党
圧
勝
と
い
う
選
挙
結

果
は
、
同
党
に
対
す
る
支
持
・

期
待
の
表
れ
で
は
な
い
。
あ
く

ま
で
民
主
党
政
権
へ
の
厳
し
い

評
価
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
圧
勝
の
要
因
に
は
選

挙
制
度
も
あ
る
。
自
民
党
は
43

％
の
支
持
で
79
％
の
勝
率
と
い

う
。
こ
れ
で
は
正
確
に
民
意
を

反
映
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
投
票
率
は
59
・
32
％
と
戦

後
最
低
を
記
録
し
た
。
こ
れ

は
、
自
民
・
民
主
も
拒
否
し
た

い
国
民
が
、
新
政
党
の
乱
立
に

よ
っ
て
投
票
先
を
見
極
め
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
2
0
1
2
年
12
月
26
日
、

第
2
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
た
。

　
医
療
・
社
会
保
障
分
野
で

は
、
先
の「
3
党
合
意
」と
社
会

保
障
制
度
改
革
推
進
法
成
立
で

「
国
民
会
議
」が
始
動
す
る
等
、

既
に
布
石
が
打
た
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。ま
た
、国
民
皆
保
険

を
破
壊
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

に
つ
い
て
も
、自
民
党
幹
部
か
ら

参
加
容
認
論
が
飛
び
出
す
等
、

危
険
な
事
態
が
進
行
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
安
倍
内
閣
は
経
済
財

政
諮
問
会
議
の
再
開
を
打
ち
出

し
、さ
ら
な
る
構
造
改
革
路
線
を

突
き
進
も
う
と
し
て
い
る
。同
時

に
、
憲
法
改
正
や
国
防
軍
の
設

置
等
、タ
カ
派
色
を
強
め
て
い
る
。

維
新
の
会
の
台
頭
と
も
相
ま
っ

て
、
憲
法
改
正
論
議
も
政
治
課

題
に
あ
が
る
可
能
性
も
高
い
。

　
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
と
お

り
、
国
民
が
示
し
た
の
は
旧
民

主
党
政
権
へ
の
批
判
で
あ
り
、

自
民
党
へ
の
支
持
・
期
待
で
は

な
い
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
政
策

へ
の
白
紙
委
任
が
な
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
自
民
党
と

そ
の
同
調
者
た
る
公
明
党
は
肝

に
銘
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

　
協
会
は
、
新
た
な
政
治
状
況

に
お
い
て
も
、

何
よ
り
も
国
民

皆
保
険
制
度
を

守
り
、
発
展
さ

せ
る
提
言
や
要

請
活
動
を
、
現
場
医
療
者
の
立

場
か
ら
よ
り
一
層
強
化
し
た

い
。
ま
た
、
こ
の
国
に
暮
ら
す

す
べ
て
の
人
た
ち
が
社
会
保
障

で
幸
せ
に
な
れ
る
国
の
姿
を
展

望
し
、
そ
の
実
現
へ
向
け
た
取

り
組
み
を
、
一
層
す
す
め
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

2
0
1
3
年
1
月
20
日

京
都
府
保
険
医
協
会　

理
事
長　
関　
浩

第
46
回
衆
議
院
総
選
挙
結
果
に
関
し
て

談 話

　
協
会
の
医
療
安
全
対
策
部
会

は
、「
患
者
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状

と
大
阪
府
保
険
医
協
会
の
対
処

法
」
と
題
し
て
、
年
4
0
0
件

以
上
の
医
療
機
関
ト
ラ
ブ
ル
の

録
を
と
る
▽
怒
り
を
エ
ス
カ

レ
ー
ト
さ
せ
る
行
為
は
厳
禁
▽

議
論
を
し
な
い
▽
苦
情
で
あ
っ

て
も
、
不
誠
実
な
対
応
で
ク

レ
ー
ム
に
発
展
す
る
可
能
性
が

高
く
な
る
▽
警
察
に
動
い
て
も

の
場
合
は
特
に
意
思
表
示
を
明

確
に
す
る
▽「
検
討
し
ま
す
。相

談
し
ま
す
」
と
い
う
言
葉
は
余

計
な
期
待
感
を
抱
か
せ
る
か
ら

禁
物
▽
相
手
の
挑
発
に
乗
ら
な

い
▽
こ
ち
ら
も
挑
発
し
な
い
▽

官
庁・マ
ス
コ
ミ
へ
の
告
発・タ

レ
こ
み
な
ど
の
脅
し
に
屈
し
な

い
▽
多
く
の
場
合
は
ハ
ッ
タ
リ

▽「
ど
う
ぞ
、ど
う
ぞ
」と
い
な

し
て
ほ
し
い
▽
相
手
の
要
求
に

は
即
答
し
な
い
▽
自
分
自
身
や

職
員
の「
身
を
守
る
」こ
と
が
最

も
大
切
▽
一
人
で
何
と
か
な
る

と
過
信
し
な
い
▽
診
療
所
で
も

組
織
的
対
応
が
肝
心
▽「
患
者

の
質
的
変
化
」を
受
け
止
め
た

対
応　
が
ポ
イ
ン
ト
と
話
し
た
。

　
そ
の
後
、
活
発
に
質
疑
応
答

を
行
い
有
意
義
な
学
習
会
と

な
っ
た
。

患者トラブルで
事 例 学 習 会

相
談
に
乗
り
「
な
に
わ
の
ト
ラ

ブ
ル
バ
ス
タ
ー
」
の
異
名
を
も

つ
大
阪
府
保
険
医
協
会
組
織
管

理
次
長
の
尾
内
康
彦
氏
を
講
師

に
迎
え
て
、
12
月
20
日
に
学
習

会
を
開
催
し
た
。出
席
は
13
人
。

　
尾
内
氏
は
、
会
員
医
療
機
関

の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
20
年
の
実
績

か
ら
、
最
近
日
経
Ｂ
Ｐ
社
か
ら

『
患
者
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

「
技
術
」』
を
出
版
し
、
各
地
で

活
発
に
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

京
都
協
会
で
も
医
療
安
全
対
策

は
50
年
以
上
の
実
績
を
持
ち
、

冊
子
「
医
療
安
全
対
策
の
心

得
」
や
研
修
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成

し
て
お
り
、
学
習
会
で
は
相
互

の
経
験
等
で
交
流
を
深
め
た
。

　
当
日
は
多
岐
に
わ
た
る
内
容

で
あ
っ
た
が
、
特
に
ク
レ
ー
ム

対
応
の
基
本
と
し
て
、
▽
患

者
・
家
族
の
気
持
ち
を
思
い
や

る
▽
不
快
感
を
与
え
た
こ
と
や

迷
惑
を
か
け
た
こ
と
に
対
し
て

は
、
誠
実
に
謝
罪
す
る
▽
ク

レ
ー
ム
・
苦
情
を
事
実
確
認
か

ら
見
分
け
る
▽
患
者
側
の
一
方

的
な
主
張
だ
け
で
判
断
し
な
い

▽
患
者
の
被
害
状
況
や
医
療
機

関
側
の
過
失
有
無
を
検
討
す
る

▽
対
応
初
期
に
賠
償
責
任
を
認

め
な
い
▽
過
失
に
対
す
る
謝
罪

は
事
実
関
係
を
確
認
の
上
で
行

う
▽
苦
情
に
対
し
て
は
、
確

認
・
調
査
責
任
は
認
め
る
が
、

相
手
の
一
方
的
な
非
難
内
容
を

事
実
と
し
て
認
め
た
り
、
過
度

な
期
待
を
持
た
せ
る
よ
う
な
言

動
は
し
な
い
▽
他
の
職
員
に
対

す
る
非
難
や
責
任
転
嫁
は
絶
対

し
な
い
▽
応
対
日
時
、
相
手
の

氏
名
、
応
対
内
容
等
詳
細
な
記

１、民主・自民が同数で並ぶ

　結果は、小選挙区で投票を考えている候補者の
政党は、民主党と自由民主党が27％と並んだ。次
いで日本共産党15％、日本未来の党が８％、日本
維新の会が４％。
　比例区でも、民主と自民が19％で並び、次いで
共産が15％、未来と維新が12％。
　候補者と政党に対する投票行動には差がみられ
る。比例区でそれぞれ２人減らした民主、自民に
ついてみると、民主の場合は２人とも維新へ、自
民の場合は１人が未来、もう１人は未定となって
いる。さらに未定という回答も選挙区４人、比例
区６人で比例が多い。今選挙にあたり、政党の分
裂、多党化、それがまた混ざり合うということを
公示直前まで繰り返したため、わかりにくいとい
う声がきかれた。この結果も、候補者はある程度
絞れても政党の選択に迷いがでている表れではな
いかと推測される。

２、公約・以前からの支持で選択

　では、何を理由に選択したかについては、①「今回の公約」46％、②「以前からの支持政
党」38％、③「政治を変えてくれそう」19％、④「特になし」19％。
　①を選択した人の投票先は自民５、共産４、未来２、民主１。②の投票先は民主６、共産
３、自民１。③の投票先は自民２、民主・共産・維新がそれぞれ１。

３、各党に今言いたいこと

　政党への意見では、政権党である民主への批判が２、激励が１。自民・共産への要望がそ
れぞれ１。維新への失望と同時に未来への期待が１。全政党に対する意見も、超高齢化社
会・デフレ対策を求めるもの、措置法26条の存続を求めるものが、それぞれ１であった。

　12月16日に投開票が行われた衆議院議員選挙で、会員がどういう対応をとるのかについ
て事前に代議員アンケートを実施。12月７日までに26人（27％）から回答を得た。なお、集
計結果については、投票日前に京都府内の各政党及びマスコミに提供した。

衆院選への対応について代 議 員 月 例
アンケート70

ら
い
や
す
い
よ
う
に
持
っ

て
い
く
こ
と
が
コ
ツ　
と

解
説
。

　
さ
ら
に
、
▽
応
対
場
所

を
選
ぶ
▽
孤
立
し
な
い
場

所
で
、相
手
と
の
距
離
、角

度
に
も
注
意
▽
過
失
の
有

無
で
多
少
異
な
る
が
、原

則
、相
手
の
自
宅
や
会
社

に
呼
び
出
さ
れ
て
も
応
じ

な
い
▽
湯
茶
接
待
は
凶
器

と
な
る
の
で
し
な
い
▽
灰

皿
、
花
瓶
も
凶
器
と
な
る

の
で
置
か
な
い
▽
対
話
法

を
学
ぶ
▽
最
初
の
数
分
間

は
原
則
反
論
し
な
い
▽
相

手
の
要
件
を
明
確
に
さ
せ

る
▽
多
弁
は
禁
物
▽
拒
否

京都と大阪で経験交流

投票を考えている小選挙区候補者の政党
と比例区の政党

対象者＝京都府保険医協会代議員95人
回答数＝26　　　回答率＝27％（11月30日実施）

日　時 ３月９日 （土）　 ①シンポジウム：午後４時～　
　　　　　　　　　　　　　   ②懇親会：午後６時30分～８時
場　所 新・都ホテル「陽明殿」の間（ＪＲ京都駅八条口前）
　　　パネラー（発表順）

塚 田  紀 子 氏（京都きづ川病院薬剤師）
高比良 伸 子 氏（田辺中央病院看護部副部長）
松 尾  美 幸 氏（京都中央法律事務所弁護士）
樋 口  範 雄 氏（東京大学大学院法学政治学研究科教授）

　ご家族や医療従事者の方の参加も歓迎します。なお、当シンポジウム
は、医療法上年２回義務付けられている医療安全管理のための職員の研
修となり、参加者には参加証を交付します。

参加費　１人 2,000円（懇親会費含む）※当日徴収
申　込　FAX（075 - 212 - 0707）で３月１日（金）までにお申し込み下さい。
共　催　京都府保険医協会 　（有）アミス
後　援　京都府歯科保険医協会

　候補者と政党に対する投票行動には差がみられ

ついてみると、民主の場合は２人とも維新へ、自
民の場合は１人が未来、もう１人は未定となって

日　時 ３月９日 （土） ①シンポジウム：午後４時～

医療安全シンポジウム
患者さん対応に困ったケース 

―  守秘義務等について ―

学
習
会
の
よ
う
す

政 党 名
小選挙区 比例区
数 割合 数 割合

民主党 7 27％ 5 19％
自由民主党 7 27％ 5 19％
日本共産党 4 15％ 4 15％
日本未来の党 2 8％ 3 12％
日本維新の会 1 4％ 3 12％
みんなの党 0 0％ 0 0％
社会民主党 0 0％ 0 0％
公明党 ― ― 0 0％
幸福実現党 0 0％ 0 0％
無所属 1 4％ 0 0％
未定 4 15％ 6 23％
投票しない 0 0％ 0 0％
合計 26 100％ 26 100％

第 2 8 4 5 号( 3 ) 2 0 1 3 年 (平成 2 5 年) 1 月 2 0 日 京 都 保 険 医 新 聞 毎月 5日･20日･25日発行



日　時 ２月９日 （土）午後２時～４時
場　所　京都府保険医協会・ルームA～C
参加費　無料　　定　員　60人（要申込）
パネリスト　 松井 英介氏（岐阜環境医学研究所所長、市

民と科学者の内部被曝問題研究会副理事長）
　　　　　　 西山 祐子氏（避難者と支援者を結ぶ京都

ネットワークみんなの手代表）

日　時 ２月15日 （金）午後２時～
 ※20分ごとの予約制となります
場　所 京都府保険医協会・ルームB～C
担当税理士　外村会計事務所
 　　外村 弘樹 税理士・公認会計士
対象者　 白色申告者
 （現在税理士が関与していない医療機関）
費　用 措置法26条による申告書作成：４万円

 ※ 新規開業等の実額計算による申告者作成は、事
務量を勘案して決定。

持参物  税務署より送付された確定申告用紙、収支内訳
書、収支内訳書付表、認印、社保・国保振込通知
書、前年の確定申告書等

 ※ 実額計算の場合、上記の他に収支がわかる資料
が必要

　2014（平成26）年１月１日から白色申告者の記帳が義務
化されます。措置法26条を適用していても記帳が必要とな
るため、ご注意下さい。今回の説明会は2012（平成24）年
分確定申告の説明ですが、合わせて記帳の義務化について
もご説明いたします。
　白色申告をされている会員はぜひご参加下さい。
日　時 ２月19日 （火）午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームA～C
講　師 ①下京税務署特別記帳指導官　伊藤 洋一 氏
 ②③鴨井 勝也 税理士
内　容 ①記帳の義務化について
 ②平成24年分の確定申告の留意点
 ③新規開業の留意点
参加費 無料　　協　賛　（有）アミス

日　時 ３月16日 （土）午後 4 時～ 6 時
 ※開催時間にご注意下さい。
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～C
講　師 京都大学大学院 医学研究科
 人間健康科学系専攻
 　教 授　荒井 秀典 氏

代議員（予備代議員）月例アンケート69

各種文書料について
対象者＝京都府保険医協会代議員・予備代議員180人
回答数＝72（内訳　無床診療所＝63、有床診療所＝４、病院＝５）
回答率＝38％（10月12日実施）
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⑫ 身体障害者手帳申請用診断書

平均値 4,342円　中央値 5,000円
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⑪ 自賠責保険後遺障害診断書

平均値 4,650円　中央値 5,000円

それ以上
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⑭ 障害年金請求のための診断書

平均値 3,950円　中央値 5,000円
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～3,500 5
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⑬ 自立支援医療意見書・診断書

平均値 2,471円　中央値 3,150円
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⑯ 傷病（療養）見舞金申請用書類

平均値 1,034円　中央値 1,000円
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⑮ 特定疾患医療受給申請用診断書（臨床個人調査票）

平均値 1,413円　中央値 0円

～500

～1,500

それ以上

9

2

5

0 5 10 15 20 25 30 35

① 診断書料（受診中・検査料等含まない）

平均値 2,188円　中央値 2,500円
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③ 保険会社等の指定する診断書・証明書

平均値 3,971円　中央値 4,000円
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⑰ おむつ使用証明書

平均値 335円　中央値 0円

～500

～1,500

～2,500

17

5

1

0 5 10 15 20 25

② 診断書料（初診料を含む･検査料等含まない）

平均値 3,129円　中央値 3,000円

22
14

9
9

～2,500
～3,500
～4,500
それ以上

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

④ 保険会社等の指定する後遺障害診断書

平均値 4,464円　中央値 5,000円

～3,500
～4,500
～5,500
それ以上

5
5

16
2

0 2 4 6 8 10 12 14

⑱ 英文記載料（加算する場合等）

平均値 1,200円　中央値 0円

～500

～1,500

それ以上

13

3

4

0 2 4 6 8 10

⑤ 保険会社等の照会文回答

平均値 4,396円　中央値 4,600円

～3,500
～4,500
～5,500
それ以上

7
6

9
4

0 2 4 6 8 10 12 14 16

⑥ 保険会社等の面談料

平均値 3,586円　中央値 4,600円

～3,500
～4,500
～5,500
それ以上

15
1

14
2

0 5 10 15 20 25 30 35

⑲ 領収証の再発行費用

平均値 100円　中央値 0円

～500

～1,500

31

4

0 5 10 15 20

⑦ 死亡診断書（１通目）

平均値 4,272円　中央値 4,200円

～3,500
～4,500
～5,500
それ以上

10
13

16
2

0 1 2 3 4 5 6 7 8

⑧ 死体検案書（１通目）

平均値 9,179円　中央値 5,000円

～3,500
～4,500
～5,500
それ以上

5
2

7
3

0 2 4 6 8 10 12 14

⑳ 詳細な明細書

平均値 346円　中央値 0円

～500

※明細書の発行義務がない医療機関のみ
※費用を徴収する場合は実費相当とし、高額な料金
設定をしてはならない。例えば、1,000円を超える
ような額はふさわしくないとされている。

それ以上

12

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16

⑨ 自賠責保険診断書

平均値 3,117円　中央値 3,000円

～2,500

～3,500

それ以上

7

14

5

0 2 4 6 8 10 12 14 16

⑩ 自賠責保険診療報酬明細書

平均値 3,026円　中央値 3,000円

～2,500

～3,500

それ以上

7

14

3

　保険診療上、実費徴収が認められているものの一つに文書料がある。一
部、保険給付上必要なもの（療養費支給申請のための診療明細書、治療用
装具の証明書等）や診療報酬で評価されているもの（傷病手当金意見書、
あんま・マッサージ・はり・きゅうの施術同意書）を除いて、実費徴収が
認められている。その一方で基準については特に定めがなく、金額設定は
各医療機関に任されている。
　そこで本アンケートでは、各医療機関における各種文書料の料金を尋
ね、その実態を調査した。なお、回答数が10を超えない項目は掲載を省略
した。
　各グラフの横軸は回答数。各グラフの縦軸の単位は円。なお税込・税別
の区別はない。
　なお、療養担当規則において、保険外負担を徴収する場合は受付窓口、
待合室等にサービスの内容及び料金を分かりやすく掲示するよう定められ
ている。各種文書料についても院内掲示がなされているか、ご確認いただ
きたい。
　協会では、文書料をはじめとする院内掲示のひな型集（診療所版）もご
案内している。ぜひ、ご活用いただきたい（ 5面参照）。

 ※開催時間にご注意下さい。

白色確定申告書作成会のご案内

第647回 社会保険研究会

白色確定申告説明会のご案内

内部被ばくの専門家と当事者とともに考える
「被ばくを知る」

放射線の影響を心配している患者さんが医院に訪れた時、
あなたならどうする？

高齢者の経管栄養の現状と問題点
～中止・差し控えの選択肢はあるのか？～

2 0 1 3 年 (平成 2 5 年) 1 月 2 0 日第 2 8 4 5 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月 5日･20日･25日発行

〈荒井先生からのメッセージ〉
　本邦では療養病床で看取られた認知症患者
の約半数に胃瘻が留置されていたという報告
があり、欧米を上回る高い割合で認知症高齢
者に対して胃瘻の導入が行われているが、これは高齢者のＱＯ
Ｌを考えた医療処置であろうか。我々が行った調査によると日
本の老年病専門医は、約４割が認知症による食欲低下・食失行
を胃瘻の適応と考えていた。昨今の胃瘻造設高齢者の増加を受
けて、2012年６月、日本老年医学会は認知症高齢者に対する
人工的水分栄養補給に関するガイドラインを発表した。本研究
会では日本における高齢者の胃瘻造設に関わる問題点を明らか
にし、このガイドラインを紹介することで、高齢者における胃
瘻の是非を問いたい。

協会会員のための企画 お申し込みは京都府保険医協会事務局（☎075‒212‒8877）まで



　
医
事
紛
争
が
発
生
す
る
と
、

医
療
機
関
側
は
京
都
府
保
険
医

協
会
と
協
力
し
て
、
そ
の
因
果

関
係
を
は
じ
め
医
学
的
調
査
を

開
始
し
ま
す
。
そ
の
過
程
に
お

い
て
、
あ
る
い
は
賠
償
責
任
が

な
い
と
判
断
さ
れ
た
後
に
、
患

者
さ
ん
が
納
得
さ
れ
な
い
こ
と

も
多
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
患

者
さ
ん
は
医
療
機
関
側
に
賠
償

責
任
ま
で
は
問
え
な
い
理
屈
を

理
解
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

動
揺
を
き
た
し
か
ね
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　「
結
局
の
と
こ
ろ
、先
生
の
言

う
こ
と
は
現
状
無
視
の
屁
理
屈

だ
。
先
生
は
医
者
だ
け
ど
、
そ

ク
レ
ー
ム
を
言
い
続
け
る
こ
と

が
あ
る
の
は
、
す
で
に
紹
介
し

ま
し
た
。

　
そ
の
ク
レ
ー
ム
は
医
師
に

よ
っ
て
は
、
精
神
的
に
大
き
な

の
前
に
人
間
で
し
ょ
う
？
　
人

と
し
て
の
良
心
は
な
い
ん
で
す

か
？
　
何
も
感
じ
な
い
の
？
」

と
、
時
に
患
者
さ
ん
は
こ
う

言
っ
て
き
ま
す
。
た
だ
で
さ

え
、
医
師
も
自
分
の
行
っ
た
治

療
の
結
果
に
つ
い
て
、
患
者
さ

ん
に
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
、
こ
の

言
葉
は
予
想
以
上
に
重
く
の
し

か
か
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
そ

う
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
場
合
に
協
会

は
、
あ
え
て
こ
う
助
言
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。「
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
、
医
師

は
患
者
さ
ん
の
前
で
は
常
に
医

師
で
す
」

　
医
師
で
あ
る
前
に
人
間
だ
と

い
う
こ
と
は
、
世
間
的
に
は
あ

る
意
味
で
当
然
の
こ
と
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
医
事
紛
争

に
関
わ
る
場
合
の
こ
の
言
葉
の

意
味
と
は
、
す
な
わ
ち
「
医

療
・
医
学
を
超
越
し
て
判
断
し

ろ
、
法
律
も
関
係
な
い
」
と
い

う
こ
と
と
、
ほ
ぼ
同
義
で
す
。

違
う
言
い
方
を
す
れ
ば
賠
償
責

任
な
ん
て
ど
う
で
も
い
い
か
ら

（
無
過
失
）
補
償
し
ろ
、
と
表

現
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
も
ち

ろ
ん
、（
無
過
失
）
補
償
そ
の

も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
繰
り
返
し
お
伝

え
し
て
い
る
よ
う
に
、（
無
過

失
）
補
償
の
概
念
と
は
医
療
の

不
確
実
性
や
予
見
不
可
能
性
を

考
慮
せ
ず
に
、
結
果
責
任
を
取

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
こ
そ
神
で
な
い
人
間
で

あ
る
医
師
が
、
は
た
し
て
そ
の

よ
う
な
責
任
を
取
り
き
れ
る
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
次
回
は
、
医
事
紛
争
に
深
く

関
わ
る
賠
償
と
補
償
の
違
い
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
Ｑ
、
入
院
中
の
患
者
が
在
宅

療
養
に
備
え
一
時
的
に
外
泊
す

る
場
合
に
、
自
医
院
か
ら
訪
問

看
護
を
実
施
し
、
在
宅
患
者
訪

問
看
護
・
指
導
料
を
算
定
で
き

ま
す
か
。

在
宅
患
者
訪
問
看
護
・
指
導
料
の
算
定
に
つ
い
て

環
境
問
題

環
境
問
題

116

　
3
年
と
少
し
前
、
民
主
党
政

権
が
発
足
し
た
当
時
「
八
ッ
場

ダ
ム
中
止
」
は
私
た
ち
に
ゼ
ネ

コ
ン
政
治
か
ら
の
脱
却
と
い
う

希
望
の
光
が
見
え
た
の
で
は
、

と
い
う
夢
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
政
府
の
方
針
が

二
転
三
転
し
た
こ
と
に
は
ず
い

ぶ
ん
が
っ
か
り
し
た
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
ゼ
ネ
コ
ン
政
権

が
再
び
登
場
し
た
今
、
あ
っ
と

い
う
間
に
ダ
ム
が
で
き
上
が
る

と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん

と
実
情
は
本
体
工
事
は
全
く
で

き
上
が
っ
て
い
な
い
の
で
す

（
図
を
参
照
）。
つ
ま
り
は
今
な

ら
何
と
か
な
る
と
い
う
淡
い
希

望
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
現
状
な

の
で
す
。

　
水
の
需
要
も
な
く
、
浅
間
山

の
噴
火
泥
流
で
で
き
た
岩
盤
に

も
問
題
が
あ
り
、
そ
の
上
美
し

い
吾
妻
渓
谷
を
破
壊
し
湯
治
場

を
消
滅
さ
せ
る
こ
の
計
画
が
、

自
民
党
政
権
で
さ
も
当
た
り
前

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
、

し
っ
か
り
見
届
け
た
い
も
の
で

す
。（
京
都
府
歯
科
保
険
医
協

会
理
事
・
平
田 

高
士
）

　「
戦
争
と
医
の
倫
理
―
ド
イ

ツ
と
日
本
の
検
証
史
の
比
較
」

を
テ
ー
マ
に
「『
戦
争
と
医
の

倫
理
』
の
検
証
を
進
め
る
会
」

の
主
催
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
11
月
17
日
、
京
都
大
学
百
周

年
記
念
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

2
6
0
人
を
超
え
る
参
加
者

が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
医
師

テ
ィ
ル
・
バ
ス
チ
ア
ン
氏
と
医

学
者
の
刈
田
啓
史
郎
氏
（
元
東

北
大
学
教
授
）
が
報
告
。
司
会

は
検
証
を
進
め
る
会
代
表
世
話

人
の
西
山
勝
夫
氏
（
滋
賀
医
科

大
学
名
誉
教
授
）、
座
長
は
小

島
荘
明
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教

授
）
と
川
嶋
み
ど
り
氏
（
日
本

赤
十
字
看
護
大
学
名
誉
教
授
）

が
務
め
た
。

　
バ
ス
チ
ア
ン
氏
は
、
ナ
チ
ス

あ
の
ダ
ム
は
今

0
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図　八ッ場ダムの工事の進捗状況（国交省資料）
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湯温泉駅
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未完了で、
工事の大
半はこれ
から
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時
代
に
医
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
障
害
者
施
設
で
の
大
量
虐
殺

を
告
発
。
そ
う
し
た
行
為
に
加

担
し
て
い
た
と
さ
れ
る
人
物

が
、
連
邦
医
師
会
の
会
長
を
務

め
る
な
ど
、
過
去
の
清
算
に
つ

い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
と
報
告
し
た
。
刈
田
氏

は
、
7
3
1
部
隊
に
よ
る
生
体

実
験
な
ど
戦
時
中
の
医
学
犯
罪

が
免
責
さ
れ
、
戦
後
の
医
学
界

に
お
い
て
指
導
的
地
位
に
つ
い

た
こ
と
で
、
反
省
や
検
証
を
す

る
こ
と
な
く
深
刻
な
モ
ラ
ル
の

低
下
を
き
た
し
た
と
指
摘
。

　
し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
は
精
神

医
学
精
神
療
法
学
会
が
2
0
1

0
年
11
月
26
日
に
70
年
間
の
沈

黙
を
破
り
3
0
0
0
人
の
医
師

が
参
加
し
た
追
悼
集
会
を
開

催
。
ナ
チ
ス
時
代
に
精
神
科
医

に
よ
っ
て
死
に
追
い
や
ら
れ
た

25
万
人
以
上
の
精
神
障
害
者
に

謝
罪
表
明
が
行
わ
れ
た
。
ド
イ

ツ
医
師
会
も
12
年
5
月
22
日
に

過
去
の
行
為
に
対
し
謝
罪
し
、

行
為
の
検
証
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
決
議
。
こ
う
し
た
取
組
み

が
日
本
の
医
学
界
・
医
療
界
に

も
欠
か
せ
な
い
と
報
告
し
た
。

日
本
で
も
検
証
と
反
省
を

　
最
後
に
、
医
学
者
・
医
師
の

戦
争
加
担
に
つ
い
て
の
公
式
の

検
証
と
反
省
を
日
本
医
学
会
に

要
請
す
る
２
０
１
２
年
京
都

「
戦
争
と
医
の
倫
理
」
の
検
証

を
進
め
る
宣
言
を
確
認
、
検
証

を
進
め
る
会
事
務
局
長
の
住
江

憲
勇
氏
（
保
団
連
会
長
）
が
読

み
上
げ
た
。

　
な
お
、
パ
ネ
ル
展
示
も
11
月

16
日
か
ら
21
日
ま
で
京
大
構
内

で
開
催
さ
れ
、
多
数
の
見
学
者

が
訪
れ
た
。

保
険
医
年
金

　
年
金
受
給
者
へ
の
お
知
ら
せ

　
2
0
1
2
年
12
月
27
日
付

で
三
井
生
命
本
社
よ
り
、
保
険

医
年
金
を
生
存
（
本
人
）
受
給

さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
に
は
「
生

命
保
険
契
約
に
も
と
づ
く
年
金

の
お
支
払
内
容
報
告
書
〜
所
得

税
（
雑
所
得
）
の
明
細
書
〜
」

を
、
遺
族
受
給
さ
れ
て
お
ら
れ

る
方
に
は
「
相
続
等
に
か
か
る

生
命
保
険
契
約
に
も
と
づ
く
年

金
の
お
支
払
内
容
報
告
書
〜
所

得
税
（
雑
所
得
）
の
計
算
資
料

〜
」
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
確
定
申
告
に
必
要

な
書
類
で
す
の
で
大
切
に
保
管

下
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
税
法
の
改
正
に

伴
い
、
13
年
1
月
1
日
以
降
、

相
続
等
に
係
る
年
金
を
お
支
払

い
す
る
場
合
（
遺
族
受
給
）

は
、
源
泉
徴
収
を
行
わ
な
い
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
相

続
等
に
係
る
年
金
に
該
当
し
な

い
年
金
受
給
者
（
生
存
受
給
）

の
場
合
は
、『
復
興
財
源
確
保

法
』
の
施
行
に
よ
り
、
13
年
1

月
1
日
以
降
か
ら
25
年
間
、
源

金
融
共
済
委
員
会

（
12
／
19
）の
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
3
件
、
加
入
14
件
を
審

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
1
件
を
決
定
し
ま

し
た
。

ドイツとインターネット電話をつないで議論

泉
所
得
税
と
併
せ
て
「
復
興
特

別
所
得
税
」（
源
泉
徴
収
す
べ

き
所
得
税
額
の
2
・
1
％
相
当

額
）
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。
当
案

内
は
、
各
受
給
者
へ
今
後
作
成

さ
れ
る
「
年
金
お
支
払
通
知

書
」
に
当
面
の
間
表
示
さ
れ
ま

す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。

　
Ａ
、
在
宅
患
者
訪
問
看
護
・

指
導
料
は
算
定
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
の
訪
問
看
護
を
実

施
し
た
場
合
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
訪
問
看
護
療
養

費
（
Ⅲ
）
が
算
定
で
き
ま
す
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
訪
問
看
護
を

指
示
し
た
場
合
、
医
療
機
関
は

訪
問
看
護
指
示
料
が
算
定
で
き

ま
す
（
た
だ
し
、
入
院
料
に
包

括
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
）。

時
に
こ
う
言
わ
れ
ま
す
。

「
医
者
で
あ
る
前
に
人
間
で
し
ょ
う
？
」

戦
争
と
医
の
倫
理
　
京
大
で
国
際
シ
ン
ポ

ド
イ
ツ
は
70
年
の
沈
黙
を
経
て
謝
罪

　必要な院内掲示事項の解説と掲示内容のひな形
をPDFとWordファイルで収載。
　グリーンペーパーで連載した院内掲示事項の解
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２
月
の

　

 

無
料
相
談
日

　
専
門
家
が
無
料
で
ご
相
談
に

応
じ
ま
す（
30
分
間
）。
協
会
事

務
局
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

◆
弁
護
士

　
い
つ
で
も
お
申
込
み
い
た
だ

け
ま
す
。

　
担
当
＝ 

顧
問
弁
護
士
、
協
力

弁
護
士
よ
り
お
選
び

い
た
だ
け
ま
す
。

◆
税
理
士

　
2
月
27
日（
水
）午
後
2
時
〜

　
担
当
＝
牧
野
税
理
士

◆
建
築
士

　
2
月
13
日（
水
）午
後
2
時
〜

　
担
当
＝
坂
本
建
築
士

◆
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

　
2
月
21
日（
木
）午
後
1
時
〜

　
担
当
＝
三
井
生
命
の
Ｆ
Ｃ

◆
雇
用
管
理

　
2
月
21
日（
木
）午
後
2
時
〜

　

 

担
当
＝
本
宮
社
会
保
険
労
務
士

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
多
数
の
術
中
動
画
を
用
い

て
、
最
近
の
ハ
イ
テ
ク
技
術
を

用
い
た
肝
臓
外
科
手
術
の
実
際

を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
肝
切
除
は
肝
細
胞
が
ん
（
Ｈ

Ｃ
Ｃ
）
治
療
の
根
治
的
な
手
技

で
あ
り
、
原
発
性
肝
が
ん
に
対

し
、
開
腹
に
よ
り
、
肝
門
部
グ

リ
ソ
ン
処
理
を
先
行
し
て
肝
葉

切
除
を
す
る
系
統
的
肝
切
除
を

行
っ
て
い
る（
転
位
、再
発
例
は

腹
腔
鏡
的
部
分
切
除
術
）。
そ

れ
は
、
主
腫
瘍
の
周
囲
に
広
が

る
門
脈
・
静
脈
腫
瘍
栓
を
含
む

腫
瘍
領
域
の
完
全
除
去
が
可
能

で
、
よ
り
大
き
な
外
科
的
マ
ー

ジ
ン
を
と
っ
て
肝
内
転
移
を
防

い
で
い
る
。
こ
の
系
統
的
肝
切

除
の
補
助
と
し
て
、
肝
臓
の
Ｍ

Ｄ
―
Ｃ
Ｔ
か
ら
立
体
画
像
化
す

る
た
め
の
ソ
フ
トSynapse  

Vincent

を 

用
い
て
、術
前
に

門
脈
・
静
脈
の
血
管
走
行
の
立

体
構
築
が
わ
か
る
だ
け
で
な

最
近
の
肝
臓
外
科
治
療
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
外
科
診
療
内
容
向
上
会
を
11
月
10
日
、
京
都
外
科
医
会
、

京
都
府
保
険
医
協
会
、
大
日
本
住
友
製
薬
株
式
会
社
の
共
催

で
開
催
。
大
阪
医
科
大
学
一
般
・
消
化
器
外
科
教
授
の
内
山

和
久
氏
が
「
最
近
の
肝
臓
外
科
治
療
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

外
科
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

く
、
推
定
切
除
肝
重
量
も
算
出

（
実
際
の
切
除
量
と
ほ
ぼ
一
致
）

し
、
肝
機
能
に
応
じ
た
安
全
切

除
量
の
判
定
を
行
っ
て
い
る

（
肝
予
備
能
が
低
い
場
合
は
術

後
肝
不
全
を
危
惧
し
部
分
切
除

と
な
る
）。
肝
切
除
症
例
の
術

前
に
は
全
例
Ｉ
Ｃ
Ｇ
試
験
を
行

い
、
術
中
の
肝
転
移
巣
の
検
索

を
兼
ね
る
。
系
統
的
切
除
の
術

中
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｇ
試
薬
の
静
注

下
の
近
赤
外
線
蛍
光
カ
ラ
ー
カ

メ
ラ
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
射
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｇ

発
光
か
ら
肝
表
面
の
切
離
線
を

判
定
し
、
肝
実
質
内
の
切
除
ラ

イ
ン
の
同
定
に
は
、
超
音
波
造

影
剤  Sonazoid

エ
コ
ー
を

用
い
て
、
切
除
マ
ー
ジ
ン
を
求

め
る
。
こ
れ
で
術
前
認
め
な

か
っ
た
新
た
な
転
移
巣
や
、

Sonazoid 

が
肝
切
終
了
ま
で

残
り
、
肝
切
後
も
残
肝
の
転
移

巣
も
再
確
認
が
で
き
る
。
こ
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し

て
、2
年
間
で
は
、再
発
率
が
有

意
に
低
い
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
。

　
同
時
に
、
大
阪
医
大
消
化
器

外
科
の
紹
介
で
は
、
胃
が
ん
、

食
道
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が

ん
、
肝
胆
膵
外
科
手
術
の
症
例

数
が
多
い
、
そ
の
特
徴
は
、
腹

腔
鏡assist

の
手
術
で
は
な

く
、
単
孔
式
臍
上
下 

3cm
の
開

腹
創
の
完
全
腹
腔
鏡 

に
よ
る

手
術
で
、
胃
全
摘
な
ど
胃
が
ん

手
術
の
全
て
が
行
わ
れ
て
い

る
。
腹
腔
鏡
下
で
の
、
腸
吻
合

の
際
に
は
、特
殊
な
針
付
き
糸

（
Ｖ－

Ｌ
Ｏ
Ｃ

1
8
0
：
糸
自
身

に
戻
り
が
全
周
性
・

等
間
隔
に
つ
い
て
い

る
状
態
の
糸
）
を

使
っ
て
腸
断
端
の
縫

合
に
使
う
（
狭
い
空

間
で
糸
が
緩
ま
ず
、

糸
断
端
の
結
紮
が
不

要

－

治
験
中
）。
大
腸
が
ん
症

例
で
は
、4
2
9
例
中
4
1
3

例（
96
％
）が
腹
腔
鏡
手
術
で
、

そ
の
中
で
も
難
易
度
が
高
い
直

腸
が
ん
が
2
2
6
例
で
、
全

国
で
も
1
位
の
症
例
数
。
演
者

の
専
門
領
域
、
肝
胆
膵
の
領
域

で
は
、
昨
年
は
2
0
1
例
で
、

本
年
は
、
3
0
0
例
近
く
の
手

術
数
に
な
る
見
込
み
。
当
院
の

単
孔
式
で
は
、高
価
な   SILS 

Port

を
使
わ
ず
に
、glove 

port technique

（
臍
上
下

3
cm
の
開
創
部
に
、
ゴ
ム
手
袋

を
か
ぶ
せ
た
よ
う
な
単
孔
式

キ
ッ
ト
）
を
開
発
中
で
、
リ
ニ

ア
カ
ッ
タ
ー
な
ど
を
使
っ
て
、

系
統
的
肝
外
側
区
域
切
除
が
で

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
肝
切
除
術

脱
原
発
講
演
会
・
上
映
会

　
日
　
時　
1
月
26
日
（
土
）

午
後
2
時
〜
4
時
30
分

　
場
　
所　
右
京
ふ
れ
あ
い
文

化
会
館（
右
京
区
太
秦
安
井
西
裏
町
11－

6
）

　
内
　
容　
①
講
演
会
「
が
れ

き
は
な
ぜ
問
題
な
の
か
？
」
熊

本
一
規
氏（
明
治
学
院
大
学
教
授
）

②
脱
原
発
を
考
え
る
ド
キ
ュ
メ

　
昨
夏
、
協
会
の
勤
務
医
会
員

に
も
協
力
い
た
だ
い
た
「
勤
務

医
労
働
実
態
調
査
2
0
1
2
」

に
つ
い
て
、
全
国
医
師
ユ
ニ
オ

ン
が
11
月
18
日
、
集
計
速
報
値

を
公
表
し
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、

過
去
2
年
間
で
44
％
の
勤
務
医

が
業
務
負
担
は
「
増
え
た
」
と

し
て
お
り
、「
減
っ
た
」は
わ
ず

か
17
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
勤
務
医
の
業
務
負
担
が
増
加

し
て
い
る
傾
向
は
全
て
の
地
域

と
診
療
科
で
見
ら
れ
た
。
長
時

間
労
働
と
大
き
く
関
係
す
る
当

直
に
つ
い
て
、
89
％
が
「
交
代

制
勤
務
が
な
い
」
と
回
答
。
当

医
師
ユ
ニ
オ
ン
が
実
態
調
査

勤
務
医
の
負
担
感
増
加

直
明
け
後
に
「
1
日
勤
務
」
し

て
い
る
医
師
も
79
％
に
上
っ

た
。「
自
分
の
病
院
で
医
師
不

足
を
感
じ
て
い
る
」
と
の
回
答

は
83
％
。
医
師
養
成
数
に
つ
い

て
は
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
並
み
に
増
や

す
べ
き
」
が
25
％
、「
も
う
少

し
増
や
す
べ
き
」
が
38
％
、

「
現
在
の
養
成
数
で
十
分
」
は

24
％
、「
分
か
ら
な
い
」
は
13

％
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
結
果
に
つ
い
て
ユ
ニ
オ

ン
は
、「
長
時
間
労
働
問
題
は

ほ
と
ん
ど
解
決
し
て
い
な
い
。

厚
生
労
働
省
は
勤
務
医
負
担
軽

減
策
を
進
め
た
と
し
て
い
る

ン
タ
リ
ー
映
画
上
映
会
「
ソ
ド

ム
の
嘘　
ゴ
モ
ラ
の
呪
縛
」

　

参
加
費　

前
売
り
8
0
0

円　
当
日
1
0
0
0
円

　
主
　
催　
右
京
原
発
ゼ
ロ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
問
い
合
わ
せ

嵯
峨
嵐
山
・
田
中
ク
リ
ニ
ッ
ク

田
中
啓
一
氏　
☎
0
7
5
・
8

7
3
・
2
9
2
5
）

が
、
現
場
の
負
担
感
は
増
加
し

て
い
る
」
と
し
、
根
本
解
決
の

た
め
に
医
師
数
を
増
や
す
べ
き

だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
調
査
の
有
効
回
答

数
は
2
1
0
8
件
。
京
都
協

会
勤
務
医
会
員
の
回
答
は
33

（
回
答
率
16
％
）
で
あ
っ
た
。

き
、
現
在
で
は
、
再
発
性
、
転

移
性
や
部
位
を
問
わ
ず
に
腹
腔

鏡
的
肝
切
除
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
。

　
術
後
に
ド
レ
イ
ン
を
置
か
な

い
。
肝
切
除
後
、
抗
菌
薬
は
術

前
、
術
中
投
与
し
て
、
術
後
投

与
な
し
と
い
っ
た
最
近
の
肝
臓

外
科
手
術
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ

い
て
、
話
を
さ
れ
た
。

 

（
下
京
西
部
・
上
田 

尚
司
）

　
古
い
ア
ル
バ
ム
を
め
く
っ
て

い
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
ぼ
く
の

幼
少
期
の
写
真
を
み
つ
け
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
も
う
80
年

も
前
の
思
い
出
が
蘇
る
こ
と
だ

か
ら
、
追
憶
の
情
は
齢
を
重
ね

る
だ
け
深
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
父
が
２
号
さ
ん
を
持
っ
て
い

た
の
は
、
ぼ
く
が
も
の
心
つ
く

ま
で
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
。
二
人
の
姉
か
ら
ち
ょ
い

ち
ょ
い
聞
い
た
の
は
、
二
人
が

口
大
野
小
学
校
に
通
っ
て
い
た

頃
、
姉
妹
と
も
よ
く
男
生
徒
か

ら
揶
揄
さ
れ
た
そ
う
だ
。
あ
と

に
な
り
、
ぼ
く
も
し
ば
し
ば
大

人
た
ち
か
ら
聞
か
さ
れ
た
が
、

妾
宅
の
あ
っ
た
の
は
ご
く
近
所

で
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
の
ぼ
く

の
記
憶
と
う
す
う
す
合
致
す
る

と
、
こ
う
、
信
じ
る
こ
と
に
す

る
。
徒
歩
で
数
分
の
場
所
で
あ

る
。
こ
れ
も
ど
こ
ま
で
も
想
像

だ
が
、
母
も
当
然
、
そ
の
女
性

と
鉢
合
わ
せ
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
妾
宅

に
友
人
を
招
き
、
妾
に
汁
粉
や

善
哉
、
甘
い
も
の
を
作
ら
せ
て

接
待
を
す
る
の
が
、
男
の
甲
斐

性
、
見
栄
で
あ
っ
た
と
か
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。
現
代
か
ら
考

え
て
夢
の
ま
た
夢
、
遠
く
古
い

物
語
で
あ
る
。

　
父
の
仕
事
の
忙
し
い
時
は
別

で
あ
る
が
、
家
族
は
一
同
台
所

で
食
事
を
し
た
。
こ
の
部
屋
の

天
井
に
は
天
窓
と
い
い
、
ガ
ラ

ス
を
張
っ
た
窓
が
あ
っ
た
。
採

光
の
た
め
で
あ
る
。
一
度
だ
け

脳
裏
に
き
ざ
ま
れ
た
他
愛
も
な

い
記
憶
。
父
が
一
人
、
小
さ
な

膳
の
前
に
胡あ

ぐ
ら座
を
か
い
て
座

り
、
お
そ
ら
く
近
所
の
料
理
屋

に
注
文
を
し
た
、
刺
身
、
茶
碗

蒸
し
、
エ
ト
セ
ト
ラ
、
横
に
徳

利
と
盃
、
つ
ま
り
い
つ
に
な
い

御
馳
走
が
並
べ
て
あ
っ
た
。
母

が
横
に
座
っ
て
接
待
を
し
た
。

こ
ん
な
母
の
姿
を
見
た
の
は
後あ

と

に
も
先
に
も
一
回
限
り
で
あ

る
。
母
が
横
に
座
る
ま
で
に
父

と
は
内
緒
で
、
母
は
ぼ
く
に

言
っ
た
。

　
「
お
父
ち
ゃ
ん
が
、
謙
、
食

べ
ろ
、
と
言
っ
て
お
さ
し
み
の

一ひ
と
切き

れ
を
箸
で
出
さ
れ
て
も
食

べ
た
ら
あ
か
ん
で
、
お
と
な
し

く
座
っ
て
い
る
ん
だ
で
」

　
ぼ
く
は
黙
っ
て
う
な
ず
い
て

母
の
横
に
座
っ
て
い
た
。
父
は

数
回
、
盃
を
傾
け
、
全
く
機
嫌

よ
く
食
事
を
始
め
た
。
ぼ
く
は

生な
ま
つ
ば唾
を
呑
み
、
じ
っ
と
辛
抱
し

て
い
た
と
思
う
。
父
が
刺
身
を

一
切
れ
ぼ
く
に
食
べ
ろ
と
言
っ

て
さ
し
出
し
た
か
ど
う
か
は
覚

え
て
い
な
い
。
た
だ
母
は
異
様

に
浮
き
浮
き
し
た
表
情
で
、
は

し
ゃ
い
で
い
た
よ
う
な
記
憶
が

あ
る
。

　
こ
の
小
事
件
は
何
の
意
味

だ
っ
た
ろ
う
か
。
家
庭
の

些さ
 
じ事
、
父
母
の
反
目
の
和
解
の

姿
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ぼ

く
に
は
記
憶
が
な
い
が
、
上
の

姉
は
、
昭
和
15
年
、
ぼ
く
が
宮

津
中
学
３
年
生
の
と
き
、
結
核

で
死
亡
し
た
が
、
よ
く
話
し
て

い
た
そ
う
で
あ
る
。
お
父
ち
ゃ

ん
が
２
号
さ
ん
の
所
に
行
っ
て

い
る
時
、
母
の
命
で
「
お
父

ち
ゃ
ん
、
急
患
で
す
」
と
呼
び

に
行
か
さ
れ
た
云
々
。

　
長
姉
は
ぼ
く
に
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
話
題
に
す
る
こ
と
は
全

く
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
母

が
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、

聞
い
た
の
は
す
べ
て
次
姉
か
ら

で
あ
る
。
更
に
次
姉
か
ら
話
し

て
貰
っ
た
こ
と
。
父
と
そ
の
女

性
と
の
間
に
一
人
の
男
の
子
が

あ
っ
た
が
、
出
征
し
て
戦
死
し

た
由
、
い
や
い
や
そ
の
男
性
は

父
の
子
で
は
な
く
て
、
当
地
の

生
糸
縮
緬
商
の
番
頭
さ
ん
の
息

子
だ
っ
た
が
、
父
は
騙だ

ま
さ
れ
て

い
た
の
だ
と
。
戸
籍
謄
本
の
類

は
ぼ
く
も
何
回
か
請
求
し
た
記

憶
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る

記
載
は
一
切
見
た
こ
と
は
な

い
。
現
在
の
ぼ
く
に
は
父
を
憎

む
気
持
ち
は
毛
頭
な
い
。
気
障

な
言
葉
だ
が
人
生
は
流
れ
る
の

で
あ
る
。

流　
　
　

転
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基金
国保

８日
（金）

９日
（土）

10日
（日） 労災

12日
（火）

○ ○ ◎ ◎

２月のレセプト受取・締切

※○は受付窓口設置日、◎は締切日。
　受付時間：�基金 午前９時～午後５時30分
　　　　　　国保 午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　労災 午前９時～午後５時 

講
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和
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